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月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分
と
、
土
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分
の

予
定
で
す（
12
月
31
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
を
除
く
）。

※
東
海
村
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
可
能
時
間
等
は
現

行
ど
お
り
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）と
、

第
３
日
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
正
午
で
す（
12
月
30

日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
を
除
く
）。

ご
み（
可
燃
ご
み
）
処
理
、
消
防･

救
急
業
務
を
広
域
化

ご
み（
可
燃
ご
み
）
処
理
、
消
防･

救
急
業
務
を
広
域
化

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
は
、
都
市
化
の
進
展
や
交
通･

情
報
網
の
発
達
に
伴
い
、
自
治
体
の
区
域
を
越
え
て
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
日
の
多
様
化
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
処
す
る
に
は
、
自
治
体
の
財

政
運
営
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
隣
接
す
る
自
治
体
間
で

共
通
す
る
課
題
等
に
つ
い
て
連
携
し
て
事
業
を
実
施

し
、
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
４
月（
予
定
）か
ら
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
と

共
同
で
可
燃
ご
み
の
処
理
、
消
防･

救
急
業
務
を
行
い
、

行
財
政
運
営
の
効
率
化
と
よ
り
質
の
高
い
専
門
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

運
営
は
、
常
陸
海
浜
広
域
斎
場
や
下
水
道
事
業
を
共

同
で
管
理
運
営
し
て
い
る「
ひ
た
ち
な
か･

東
海
広
域
事

務
組
合
」が
行
う
予
定
で
す
。「
ひ
た
ち
な
か･

東
海
広

域
事
務
組
合
」は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

た「
一
部
事
務
組
合
」で
、東
海
村
と
ひ
た
ち
な
か
市
が
、

そ
の
事
務
の
一
部
を
共
同
し
て
処
理
す
る
た
め
に
設
け

て
い
る
特
別
地
方
公
共
団
体
で
す
。

【
ご
み（
可
燃
ご
み
）処
理
業
務
】

新
た
な
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
可
燃
ご
み
処
理

　

東
海
村
と
ひ
た
ち
な
か
市
で
、
現
在
稼
動
し
て
い
る

３
つ
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
い
ず
れ
も
老
朽
化
し
、
多

額
の
修
繕
経
費
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

広
域
的
に
ご
み
処
理
を
行
い
、
環
境
負
荷
の
軽
減
や
コ

ス
ト
削
減
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を
行
う
た
め
、
平
成

21
年
度
か
ら
、
ひ
た
ち
な
か
市
新
光
町
に
新
た
な
清
掃

セ
ン
タ
ー「（
仮
称
）ひ
た
ち
な
か･

東
海
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」の
建
設
を
始
め
ま
し
た
。
平
成
24
年
４
月
か
ら

の
運
転
開
始
を
目
指
し
工
事
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
本
格
稼
動
は
１
か
月

程
度
遅
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
域
化
後
の
ご
み
搬
出
方
法
等

　

可
燃
ご
み
は
、
下
表「
可
燃
ご
み
の
搬
出
方
法
」の
と

お
り
に
な
る
予
定
で
す
。

　

不
燃
ご
み･

粗
大
ご
み･

資
源
物
は
、
現
行
ど
お
り
東
海

村
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
ま
す
の
で
、
集
積
所
や
指
定

さ
れ
た
資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
搬
出
方
法
、
東
海
村

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
自
己
搬
入
方
法
に
つ
い
て
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん（
家
具･
小
枝･
枝
葉
等
の
再
生
利
用
で
き
る

も
の
も
、現
行
ど
お
り
直
接
自
己
搬
入
す
る
こ
と
が
可
能
）。

　

集
積
所
へ
の
搬
出
量
は
、
１
回
当
た
り
50
㎏（
現
行

20
㎏
）ま
で
可
能
と
し
ま
す
。

　

各
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
自
己
搬
入
す
る
場
合
の
ご
み
処

理
手
数
料
は
、
下
表「
ご
み
処
理
手
数
料（
案
）」の
と
お

り
に
改
定
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、（
仮
称
）ひ
た
ち
な

か･

東
海
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
可
能
時
間
等
は
、

ごみ処理手数料（案）
50㎏
以下

50㎏を超え
60㎏以下

60㎏を超える
10㎏につき

家庭系 無料 300円 50円を加算

事業系 無料 780円 130円を加算

可燃ごみの搬出方法
搬出方法 現　　行 広域化後

集積所へ
搬出

各地域の集積所へ、燃
えるごみ指定袋に入れ
て出すか、ごみ処理券
を貼って出します。

変更ありません。

直接自己
搬入

東海村清掃センターへ、
中身が確認できる袋に
入れて直接自己搬入し
ます。

（仮称）ひたちなか･東海
クリーンセンターへ、中
身が確認できる袋に入れ
て直接自己搬入します。
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消
防
広
域
化
の
必
要
性

　

現
在
の
消
防
は
、
住
民
の
安
全･

安
心
を
守
る
と
い
う

消
防
責
任
を
十
分
に
果
た
す
た
め
、
高
額
な
車
両･

資
機

材
の
整
備
や
高
度
で
専
門
的
な
知
識･

技
術
を
有
し
た

消
防
職
員
の
確
保
な
ど
、
財
政
運
営
に
配
慮
し
た
効
率

･

効
果
的
な
消
防
体
制
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
海
村
と
ひ
た
ち
な
か
市
は
、
沿
岸
部
に
茨

城
港
常
陸
那
珂
港
区･

火
力
発
電
所･

大
型
建
設
機
械

メ
ー
カ
ー
な
ど
が
立
地
す
る「
ひ
た
ち
な
か
地
区
」を
共

有
し
て
お
り
、
港
湾
や
周
辺
地
区
に
つ
い
て
、
消
防･

防
災
体
制
の
強
化
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
村
内
に
は
原
子
力
関
連
事
業
所
が
点
在
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
有
事
の
際
に
備
え
、
東
海
村
と
ひ

た
ち
な
か
市
全
体
を
カ
バ
ー
で
き
る
一
体
的
か
つ
広
域

的
な
消
防
体
制
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

広
域
化
に
よ
る
消
防
力
の
強
化

◆
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　
　

広
域
化
に
よ
り
、
出
動
部
隊
が
増
加

し
、
災
害
時
に
お
け
る
初
動
体
制
の
強

化
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、
東
海
村（
１
消
防

署
）と
ひ
た
ち
な
か
市（
３
消
防
署
）の
４

つ
の
消
防
署
間
で
市
村
全
域
を
横
断
的
に
活
動
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
、
次
の
災
害
に
備
え
た
出
動
体
制
や
補

充
体
制
を
迅
速
に
整
え
る
こ
と
が
で
き
、
被
害
の
軽
減
に

向
け
た
効
果
的
な
災
害
対
応
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

◆
効
率
的
な
人
員
配
備

　
　

本
部
機
能
や
通
信
指
令
業
務
の
一
本
化
で
、
東
海
村

と
ひ
た
ち
な
か
市
の
消
防
本
部
で
行
っ
て
い
た
業
務
や

人
員
が
効
率
化
さ
れ
る
の
で
、
現
場
活
動
人
員
を
増
員

し
、よ
り
万
全
な
消
防
体
制
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
消
防
体
制
の
基
盤
強
化

　
　

全
体
の
予
算
規
模
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
東
海
村

と
ひ
た
ち
な
か
市
で
重
複
し
た
設
備
投
資
が
避
け
ら
れ

る
た
め
、
予
算
を
効
率
的
に
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

■
ご
み
処
理
業
務
に
関
す
る
こ
と
…
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課
ご
み

ゼ
ロ
推
進
担
当（
清
掃
セ
ン
タ
ー
内 

☎
282
局
７
２
８
９
）

■
消
防･

救
急
業
務
に
関
す
る
こ
と
…
消
防
課
消
防
担

当（
☎
282
局
２
１
５
３
）

■
広
域
化
に
関
す
る
こ
と
…
政
策
推
進
課
企
画
調
整
担

当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
３
３
６
）

【
問
い
合
わ
せ
】

す
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
平
成
28
年
５
月
末
ま
で
に
使
用

期
限
が
迫
っ
た
、
現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
消
防･

救
急
無
線
を

デ
ジ
タ
ル
化
方
式
へ
移
行
す
る
た
め
の
整
備
が
あ
り
ま

す
。
東
海
村
と
ひ
た
ち
な
か
市
が
共
同
で
効
率
的
に
整

備
で
き
る
た
め
、
費
用
を
圧
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
消
防･

救
急
技
術
の
高
度
化

　
　

職
員
数
の
増
加
に
伴
い
、
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

が
容
易
と
な
る
た
め
、
高
度
な
研
修
へ
の
職
員
派
遣

な
ど
が
可
能
と
な
り
、
救
急･

救
助
や
予
防
な
ど
の

専
門
的
な
職
員
を
養
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
組
織
が
活
性
化
さ
れ
、
消
防
技
術
が
よ
り
高
い

レ
ベ
ル
で
均
一
化
で
き
る
な
ど
、
総
合
的
な
消
防･

救
急
技
術
の
高
度
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

広
域
化
後
の
村
と
の
連
携

　

広
域
化
後
も
、“
東
海
村
消
防
団
”に
関
す
る
業
務
は
、

村
で
事
務
処
理
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
消

防
団
員
の
訓
練
等
は
、
広
域
化
後
の
消
防
署
と
引
き
続

き
連
携
を
図
り
、
地
域
の
消
防
力
強
化
に
努
め
ま
す
。

併
せ
て
、
防
災･

国
民
保
護
担
当
部
局
等
と
は
日
ご
ろ

か
ら
連
携
を
確
保
し
、
消
防
署
と
村
と
で
円
滑
な
意
思

疎
通･

情
報
共
有
が
図
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

～（仮称）ひたちなか･東海クリーンセンターの位置と完成イメージ図～

※工事の進
しんちょく

捗状況については、ひたちなか市クリーンセンター建設推進室ホームページ
（http://www.city.hitachinaka.ibaraki.jp/0603clean/index.html）をご覧ください。

　　
常
陸
那
珂
有
料
道
路

国
道
２
４
５
号

ひたちなか市
総合運動公園

至東海
至ひたち海浜公園ⅠC

至ひたちなかⅠC至那珂湊

大橋西

コンビニエンスストア

●

【
消
防･

救
急
業
務
】
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知
的
障
が
い
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｕ
Ｐ
雇
用
事
業

～
知
的
障
が
い
者
の
就
労
支
援
は
大
き
な
課
題
～

　

障
が
い
者
の
就
労
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
障
が
い
者

が
自
立
し
た
社
会
生
活
を
送
る
上
で
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
社
会
で
活
躍
す
る
障
が
い
者

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
障
が
い
者
を
取

り
巻
く
雇
用
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
民
間
企
業
で
働
く
障
が
い
者
は
３
５
６
８

人
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
身
体
障
が
い
者
が
２
７
４
６
人

で
あ
る
の
に
対
し
、
知
的
障
が
い
者
は
７
１
９
人
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
現
状
で
す（
平
成
22
年
６
月
１
日
現

在
）。
村
で
は
、
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
知
的
障
が
い

者
に
対
す
る
就
労
支
援
を
目
的
と
し
て「
チ
ャ
レ
ン
ジ

Ｕ
Ｐ
オ
フ
ィ
ス
」を
開
設
し
ま
し
た
。

～
業
務
体
系
～

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｕ
Ｐ
オ
フ
ィ
ス（
役
場
行
政
棟
２
階
）

指導員知的障がい者（２人）

「
知
的
障
が
い
者
に
事
務
職
は
無
理
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
払ふ

っ
し
ょ
く拭
す
る
と
と
も
に
、
知
的
障
が
い
者
の
雇
用
が
広

く
民
間
企
業
に
拡
大
し
て
い
く
た
め
の
モ
デ
ル
と
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
場
内
や
地
域
に
お
い
て
知
的
障
が
い
者
に

対
す
る
理
解
が
進
む
こ
と
で
、
互
い
に
助
け
合
う
雰
囲

気
が
生
ま
れ
、
障
が
い
者
と
共
に“
当
た
り
前
に
働
く
”

社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

～「
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｕ
Ｐ
オ
フ
ィ
ス
」の
全
体
像
～

障
が
い
者
雇
用
の
現
状

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｕ
Ｐ
オ
フ
ィ
ス
」の

目
的
と
効
果

～
雇
用
の
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
を
目
標
に
～

　

村
で
は
、知
的
障
が
い
者
を
雇
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

知
的
障
が
い
者
を
雇
用

（
最
長
３
年
間
）

民
間
企
業
に
就
職

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｕ
Ｐ
オ
フ
ィ
ス
」を
開
設
し
て
い
ま
す

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｕ
Ｐ
オ
フ
ィ
ス
」を
開
設
し
て
い
ま
す

　

村
で
は
、
４
月
１
日
か
ら「
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｕ
Ｐ
オ
フ
ィ
ス
」を
開
設
し
、
知
的
障
が
い
者
２
人
を
事
務
職（
非
常
勤
嘱
託
員
）と
し
て
雇
用
し
ま
し
た
。
担
当

す
る
業
務
は
、
主
に
郵
便
業
務
や
廃
棄
文
書
処
理
で
す
。

▼
業
務
や
指
導
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う

▼
職　
　

種	

非
常
勤
嘱

託
員

▼
勤
務
日
時	

月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前

９
時
～
午
後
４
時（
週

30
時
間
勤
務
）

▼
雇
用
期
間	

１
年
ご
と

に
更
新（
最
長
３
年
間
）
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～
主
に
郵
便
物
や
荷
物
の
取
り
扱
い
を
し
ま
す
～

①
庁
舎
内
外
の
部
署（
28
課
室
局
）か
ら
出
さ
れ
る
郵
便
物（
１
日
平
均
９
５
０
通
）を
あ
て
先･

重
さ･
種
類
等
で
仕
分
け
し
、
郵
便
局
に
引
き
渡
す
。

②
役
場
あ
て
に
届
い
た
郵
便
物
や
荷
物（
１
日
平
均
２
０
０
通
）を
各
部
署
へ
配
達
す
る
。

③
庁
舎
内
の
各
部
署
か
ら
出
さ
れ
る
廃
棄
文
書（
個
人
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
書
類
等
）を
シ
ュ

レ
ッ
ダ
ー
処
理
す
る
。

午
前
９
時

出
勤

午
前
９
時
～
正
午

発
送
す
る
郵
便
物
の
処
理（
あ
て
先
、
重
量
、
数
量
の
確
認
）

届
い
た
郵
便
物･

荷
物
の
仕
分
け（
課
ご
と
に
分
け
る
）

正
午
～
午
後
１
時

休
憩

午
後
１
時
～
２
時

各
部
署
へ
巡
回 

※
郵
便
物･

荷
物
を
配
達
し
、
翌
日
発
送
す
る
郵
便

物
を
回
収
す
る
。
ま
た
、
廃
棄
す
る
文
書
を
回
収
す
る
。

午
後
２
時
15
分
～

３
時
45
分

廃
棄
文
書
の
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
処
理

翌
日
発
送
す
る
郵
便
物
の
仮
処
理

午
後
４
時

退
勤

【１日のスケジュール】 「
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｕ
Ｐ
オ
フ
ィ
ス
」で
の
仕
事
内
容

　

オ
フ
ィ
ス
の
見
学･

視

察
等
は
、
企
業･

団
体･

個
人
を
問
わ
ず
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

な
ご
み･

総
合
支
援

セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
２
５ 

）

郵便物のあて先、重量等のチェック

各課に配達する郵便物の仕分け作業

廃棄文書のシュレッダー処理

オ
フ
ィ
ス
か
ら

お
願
い

　

各
課
へ
の
仕
分
け
作

業
の
正
確
性･

効
率
性

を
高
め
る
た
め
、
役
場

に
出
す
郵
便
物
の
あ
て

名
は
、
課
室
名
ま
で
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

各部署を巡回して郵便物等を配達･回収

視
察･

見
学
を

受
け
付
け
ま
す

問
い
合
わ
せ
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災害に関する
お知らせ
～東北地方太平洋沖地震関連のお知らせ～

役場の電話番号▼
☎ 282-1711（代表）
防災行政無線の内容を無料で聞ける
テレホンサービス▼
☎ 0120-42-4848
東海村公式ホームページ▼
http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

　地震で被災したことを証明する「被災証明書」
を発行しています。
●受付時間	 午 前 ８ 時30分 ～ 午 後 ５ 時15分
（土･日曜日、祝日を除く） ※８月までの第１
･３木曜日は午後７時まで受け付けます。
●場　　所	 101会議室（役場議会棟１階）
●対　　象	 ３月11日に村内で被災した方
●必要書類	 ①「申請書兼宣誓書」（101会議室

に備え付けてあるほか村公式ホームページか
らもダウンロードできます） ②印鑑 ③被災
された方の本人確認ができるもの（運転免許
証、健康保険証等）

●問 合 せ	 総務課総務法制担当（内線1313）

「被災証明書」を発行しています

　被災により、住宅や家財等の生活に必要な資
産に損害があった方は、平成22年の所得税の
全部または一部を軽減することができる場合が
あります。
　次の日程で所得税の申告等の相談会を開催し
ますのでご利用ください。なお、下記日程以外
でも相談に応じますので、事前にお問い合わせ
ください。
●期　　間	 ７月25日（月）～ 29日（金）
●時　　間	 午前９時～午後４時
●場　　所	 原子力視察研修室（役場行政棟５階）
●対　　象	 住宅、門、塀、家財（家具、什

じ ゅ う き

器、
衣類、書籍、家電品、１個または１組の価格
が30万円以下の貴金属･書画･骨

こ っ と う

董･美術工芸
品等）、車両、墓石等の損害

●必要書類	 ①被害を受けた資産の取得時期、
取得価格の分かるもの ②被害を受けた家屋
の取得価格が分からない場合は、その面積が
分かるもの ③被害を受けた資産の取り壊し
費用、除去費用、修繕費用等の分かるもの ④
被害を受けたことにより受ける保険金等の金
額が分かるもの ⑤村からり災証明書の発行
を受けている場合には、その証明書の写し ⑥
還付金を受ける場合の振込先金融機関名、支
店名、口座番号の分かるもの ⑦すでに平成
22年分所得税の確定申告書を提出している方
はその控え、確定申告書を提出していない方
は平成22年分の所得金額や所得控除の分か
るもの（源泉徴収票や保険料控除証明書等）

　※書類が無い場合は、相談会でご相談ください。
●問 合 せ	 太 田 税 務 署 個 人 課 税 部 門（☎

0294-72-2171）※土･日曜日、祝日を除く午
前８時30分～午後５時にお問い合わせくだ
さい。なお、詳細は国税庁のホームページ

（http://www.nta.go.jp）にも掲載しています。

住宅･家財等に損害があった方へ
所得税の申告相談会を開催します ●実施期間	 平成23年６月20日から１年間

●対象車両	 被災した方が運転または同乗して
いる車両（全車種）

●対象区間	 ▼常磐自動車道（水戸～広野）▼磐
越自動車道▼東北自動車道（白河～青森）――
を入り口または出口として利用した場合 ※
対象区間の入り口を利用した場合は、次に通
行券を提出するまで、出口を利用した場合
は、その通行券の区間分の料金が無料となり
ます。

●利用方法	 ①一般レーンを利用し、入り口で
必ず通行券を取ってください。②一般レーン
の出口料金所で、被災証明書またはり災証明
書（いずれも原本）と本人確認ができるもの

（運転免許証等）を提示してください。
●そ の 他	 証明書は、同居家族も、住所が同

一であることが分かるものを提示すれば利用
できます。

●問 合 せ	 NEXCO東日本お客さまセンター
（☎0570-024-024 ホ ー ム ペ ー ジhttp://
www.driveplaza.com/)

高速道路通行料金の無料措置
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　村では、ＪＡひたちなかや生産団体等と共に、
「東日本大震災農業被害対策協議会」を設立し、
東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴う、
農畜産物の損害賠償請求に関する窓口を開設し
ます。
●期　　日	 ７月12日（火）～ 15日（金）
●時　　間	 午前９時～午後４時
●場　　所	 農業支援センター（東海ファー

マーズマーケット「にじのなか」内）
●対　　象	 村内在住で、自ら農畜産物を生産

し、出荷･販売している農業者（ＪＡ出荷者、
ＪＡ外出荷者（任意組合、農業法人等））

●請求内容	 東京電力福島第一原子力発電所の
事故による実損害･風評被害等 ※原子力損害
賠償紛争審査会の指針に基づいて行います。

●そ の 他	 ▼請求に必要な書類がJA出荷者
とそれ以外の方で異なる場合がありますの
で、必ず事前にお問い合わせください。▼村
対策協議会では、毎月定期的に相談窓口を開
設します。期日等は、随時「広報とうかい」等
でお知らせします。

●問 合 せ	 JＡ出荷者…ＪＡひたちなか東海
営農センター（☎282-0203 ※土･日曜日と
祝日を除く）、それ以外の方…農業支援セン
ター（☎287-7867 ※月曜日と祝日を除く）

東京電力に対する農畜産物等の
損害賠償請求窓口を開設

災害に関するお知らせ

　NHKでは、被災された方を対象に放送受信
料を免除します。
●対　　象	 半壊、半焼または床上浸水以上の

程度の被害を受けた建物の放送受信契約
●免除期間	 ３月から８月までの放送受信料
●そ の 他	 ▼すでに支払い済みの方は、支払

い済み分を９月以降に充当します。なお、返
金を希望する場合はお問い合わせください。

●申し込み	「放送受信料免除申請書」に必要事
項を記入の上、り災証明書の写しを添付して
NHK水戸放送局営業部（〒310-8567 水戸市
大町３-４-４）へ郵送してください。※請求
書は直接取りに来るか、ホームページ、郵送に
より入手できます。

●問 合 せ	 NHK水戸放送局営業部（☎232-
9811 ホームページhttp://www.nhk.or.jp/
mito/）※土･日曜日、祝日を除く午前９時30
分～午後６時にお問い合わせください。

NHKの放送受信料を免除します

島根県松江市職員が引き続き復旧作業を支援

問い合わせ▼人事課人事担当（内線1322）

▼村道の復旧工事業務に従事（道路整備課）

≪応援職員を紹介します≫

≪応援職員から一言≫現在、職員一同、皆さんの目に見える所、見えない所で必死に頑張っています。
徐々にではありますが確実に復旧は進んでいると思います。松江市職員も引き続き精一杯協力して
いきますのでよろしくお願いします。※土江照義さんからのコメントを掲載しました。

▼被災した建物の設計業務に従事（都市政策課）

松江市都市計画部建築指導課

主任　土
つ ち え

江　照
よしてる

義さん

期間：６月２日～ 15日

　「東日本大震災被災地方公共団体に対する各
地方公共団体からの人的支援」により、５月10
日から島根県松江市の職員の２人が、交代で来
村し、道路整備課、都市政策課で、村職員と共
に災害復旧作業を進めています。

●「被災証明書」	 地震で被災したことを証明
するもの ※発行には本人確認ができるもの

（運転免許証、健康保険証等）が必要です。
●「り災証明書」	 建物等に被害があったこと

を証明するもの ※発行には建物の被害状況
が分かる写真等が必要です。

「被 災 証 明 書」と「り 災 証 明 書」

期間：５月31日～６月30日

松江市産業経済部農林課

主任　永
な が た

田　敏
としゆき

幸さん
期間：６月17日～ 30日

松江市建設部建築課

副主任　井
いのうえ

上　喬
たかし

さん
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東海村職員採用試験東海村職員採用試験

試験区分 資格要件 第１次試験 第２次試験

一般事務 短大･高校卒

昭和62年４月２日以降
に生まれ、短期大学も
しくは高等学校を卒業、
または、平成24年３月
31日までに卒業見込み
の方

▼日時：９ 月18日（日） 
午前10時～午後２時
30分
▼場所：茨城大学（水戸

市文京２-１-１） ※自
家用車の乗り入れは
できませんのでご注
意ください。
▼内容：教養試験、作

文試験

▼日時：11月中旬を予定 
※第１次試験合格者に
別途通知します。
▼場所：東海村役場
▼内容：口述試験、適性

検査

保育士･
幼稚園教諭

大学卒
①昭和57年４月２日以
降に生まれ、大学、短
期大学もしくは高等学
校を卒業、または平成
24年３月31日までに卒
業見込み②保育士およ
び幼稚園教諭の両方の
資格を有する、または
平成24年３月31日まで
に取得見込み――の方

短大･高校卒

試験区分 採用予定人数 主な職務内容

一般事務 ２人程度 一般行政事務に従事します。

保育士･
幼稚園教諭 ２人程度 保育所または幼稚園等に配属され、保育業務等に従事します。

※大学卒の受験資格がある方は、短大･高校卒の試験区分で受験することはできません。

試験区分･採用予定人数

受験資格
①東海村･近隣市町村に居住でき、通勤可能②

欠格事項のいずれにも該当しない③試験区分に
応じ、下表の資格要件に該当する――を満たす方

申込書の請求
申込書は、人事課（役場行政棟３階）まで直接

取りに来るか、郵便で請求してください。郵便で
請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験申込
書請求」と朱書きの上、希望する試験区分（例…

「一般事務」「短大･高校卒」）と電話番号を記載した
任意の用紙、140円分の切手を貼った返信用の封
筒（角形２号、返信先を明記）を同封してください。

提出書類
①申込書（所定の用紙に最近３か月以内に撮影

した顔写真を貼付）…１部 ②履歴書（所定の用紙
に最近３か月以内に撮影した顔写真を貼付）…１部

申し込み･問い合わせ
７月29日（金）まで（土･日曜日、祝日を除く）の

午前８時30分～午後５時15分に、人事課へ提
出書類一式を直接持参するか、郵送（簡易書留
等確実な方法で、７月29日（金）消印有効）によ
り申し込みください。受験申し込みが受理され
た方には受験票を交付します。詳しくは、人事
課人事担当（〒319-1192 那珂郡東海村東海三
丁目７番１号 ☎282-1711 内線1321）へお問い
合わせください。※村公式ホームページ（http://
www.vill.tokai.ibaraki.jp）でもご覧になれます。

受験資格等

平成24年度採用予定
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国
民
年
金

だ 
よ 
り

■
平
成
22
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
と
猶
予
の

申
請
に
つ
い
て

平
成
22
年
度（
平
成
22
年
７
月
分
か
ら
平
成
23
年
６

月
分
）の
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
と
猶
予
の
申
請
の

受
け
付
け
締
め
切
り
は
、
７
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
申
請
の

手
続
き
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
年
金

事
務
所
ま
た
は
役
場
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
と
猶
予
の

申
請
に
つ
い
て

７
月
か
ら
、
平
成
23
年
度（
平
成
23
年
７
月
分
か
ら
平
成

24
年
６
月
分
）の
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
と
猶
予
の
申
請

の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
し
た
。
窓
口
で
の
申
請
が
必
要
と

な
る
の
は
▼
平
成
22
年
度
分
が一部
免
除
に
該
当
し
た
▼
平
成

22
年
度
分
が
全
額
免
除･

納
付
猶
予
に
該
当
し
た
が
継
続
審

査
を
希
望
し
な
か
っ
た
▼
平
成
22
年
度
分
が
失
業
ま
た
は
震

災
に
よ
る
特
例
免
除
に
該
当
し
た
―
―
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
で
す
。
な
お
、
申
請
に
は
①
年
金
手
帳
②
印
鑑
③
所

得
証
明
書（
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
）④
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
発
行
さ
れ
た
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

（
離
職
さ
れ
た
方
）⑤
り
災
証
明
書（
東
日
本
大
震
災
で
お
お

む
ね
半
壊
以
上
の
被
害
を
受
け
た
方
）―
―
が
必
要
で
す
。

申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
窓
口
で
の
申
請
が
必

要
な
方
と
そ
う
で
な
い
方
が
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
年

金
事
務
所
ま
た
は
役
場
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

１
１
６
５
）、
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

と
猶
予
の
申
請
に
つ
い
て

僕
は
、東
海
村
高
校
生
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
員
、

ま
た
会
長
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
最
近
で
は
個
人
的
に
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
参
加
し
て
、
地
震
や
津
波

の
被
害
を
自
分
の
目
で
見
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
僕
は
、
３
月
11
日
の
地
震
が
発
生
し
て
か

ら
数
日
後
に
東
海
村
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
崩
れ
た

家
の
塀
の
撤
去
や
水
を
運
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
村

内
の
様
子
を
見
渡
し
た
と
き
に
、
道
路
の
地
割
れ･

地
盤
沈
下
や
液
状
化
現
象
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見

ら
れ
た
の
で
、
自
分
の
心
の
中
で
は
、「
東
海
村
は

結
構
被
害
を
受
け
て
い
る
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
６
月
に
、
も
っ
と
大
き
な
被
害
を
受

け
た
現
場
を
実
際
に
自
分
の
目
で
知
り
ま
し
た
。

須和間　加
か が え

賀江　駿
と し ゆ き

幸

僕の見た世界と協力の大切さ

エッセー頑張る

ＶＯＬ .  １２６

今どきの

青少年

そ
れ
は
、「
宮
城
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
」で

の
活
動
で
、
東
海
村
高
校
生
会
Ｏ
Ｇ
の
方
と
同
級

生
と
僕
の
３
人
で
参
加
し
た
時
の
こ
と
で
し
た
。

僕
た
ち
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
移
動
中
に

自
分
た
ち
の
目
を
疑
う
よ
う
な
光
景
を
見
ま
し

た
。
そ
こ
は
津
波
の
被
害
を
物
語
る
悲
惨
な
状
態

で
、
地
震
発
生
日
の
東
海
村
と
比
べ
る
と
、
被
害

の
大
き
さ
の
違
い
が
目
で
見
た
だ
け
で
分
か
る
も

の
で
し
た
。
田
ん
ぼ
に
車
が
の
ま
れ
て
い
た
り
、

も
と
も
と
家
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
場
所
に
は
何

も
な
か
っ
た
り
―
―
見
渡
す
限
り
泥
が
広
が
っ
て

い
る
光
景
は
、
ま
る
で〝
戦
場
の
あ
と
の
世
界
〟に

い
る
よ
う
な
絶
望
感
を
感
じ
る
も
の
で
し
た
。

そ
れ
と
は
対
象
的
に
、
感
動
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。そ
れ
は
、東
松
島
市
で
活
動
し
た
時
に
会
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
の
数
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
る
人
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
中

に
は
宮
城
県
外
か
ら
参
加
し
て
い
る
方
が
と
て
も

多
い
こ
と
を
知
り
、
僕
は
協
力
す
る
こ
と
の
大
切

さ
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
し
て
助
け
合
う
重
要
性
を
、
こ
の
経
験
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
僕
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
だ
け
が
共
に
協
力
し
て
活
動
す
る
だ
け
で
な

く
、
ど
ん
な
場
所
で
も
人
は
助
け
合
う
こ
と
が
と

て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、さ
ら
に
僕
は
、共
に
悩
み
、共
に
笑
い
、

共
に
協
力
す
る
こ
と
の
で
き
る
東
海
村
高
校
生
会

に
所
属
し
、
活
動
で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て

い
ま
す
。

県立勝田工業高等学校２年
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こんにちは！
村立東海病院です

公益社団法人地域医療振興協会では、東日本大震災で被害が大きかった宮城県女
お な が わ

川町の
女川町立病院への医療支援を行っています。当院からも、医師１人と看護師２人のスタッ
フを派遣しました。今回は、支援に赴いたスタッフによるレポートをご紹介します。

医師　海
え び ね

老根　廣
ひろ ゆ き

行
6月上旬に医師として診療支援に行ってきました。女川町立病院の上下

水道･電気･ガスは使用可能なまでに仮復旧していました。しかし市街は、
“全く何もない”という表現が適切です。中心部の瓦

が れ き

礫の撤去は進んでいま
すが、周辺の集落は手付かずの状態でした。病院の１階部分は津波ですべ
てを失い、いまだに使用ができない状態です。震災当時は病院機能のすべ
てを喪失したと聞きましたが、地域医療振興協会の支援物資と人的支援に
より、診療を再開できるまでになっていました。病棟も外来も、その機能
は縮小体制ではあるものの、避難所から多くの方が受診されていました。
震災のストレスが原因で体調を崩す方、避難所で広がる感染症にかかった方が多く見受けられました。

私の仕事は、外来診療と夜間休日の日直･当直業務でした。震災当時、患者さんは薬や薬手帳をなく
し、病院はそのような混乱の中、カルテも薬もない状態でけが人や病人の治療を行っていたそうです。
しかしながら現在は、すべてにおいて“混乱から安定させる時期”にあると思います。

私が女川町立病院の診療支援で何ができたか――患者さんの健康問題を解決することも大切ですが、
現地の医師の疲弊を和らげることができたと思います。医療関係者も被災者であり、当初は無我夢中で
あったかもしれませんが、仕事以外にも自分の時間が必要な時期にきていると思います。必死に頑張るこ

とにも限界があり、女川町立病院での医療が継続可能であるためにも診
療支援は必要であると思います。

今回の経験を通して、東海村や東海病院で同様の被災が生じた場合の
事を考えてみました。マニュアルでどうするかではなく、職員一人ひと
りの意志･行動が病院の在り様に現れると思います。その時、医療者と
して、人間としての行動に誤りがなければ良い結果（復旧･復興）が生ま
れるはずです。皆さんも震災の時、もし女川町の住民であったら自分は
何をするべき人なのかを考えることが大切だと思います。

女川町立病院での診療支援の経験を通して

問い合わせ●村立東海病院（☎282-2188）、保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

看護師　箱
は こ た

田　めぐみ
看護師　根

ね も と

本　沙
さ お り

織
私たちは５月29日から６月４日までの１週間、女川町立病院へ看護支援に行ってきました。病院に

着くと、そこはテレビで報道されているように、辺り一面何もありませんでした。
私たちは外来と病棟業務に分かれ、業務を手伝うことになりました。外来は定期処方も１か月分ほど出すこと

ができるようになったため、比較的落ち着いている印象を受けました。一方、老健病棟は毎日朝７時からの出勤
で入所者の食事･排

は い せ つ

泄介助を行い、また、私たちが支援に行った日から入浴介助も開始になり、より忙しくなりま
した。お世話をする中で、患者さんからいろいろなお話を伺いました。津波で家がなくなり、今、仮設住宅への
入居を申し込んでいる中での健康管理はとても難しいと訴える方、津波被害に遭ってから海に足を向けて寝ら
れないとベッドの位置を変える方、震災後に精神不安定になり精神科を紹介される方等々、さまざまな患者さん
がいました。私たちは耳を傾けることしかできません。しかし、そのような患
者さんが多くいる中で、今まで治療を拒否していたけれど、震災を期に治療を
積極的に受けるようになった方もいました。人間の強さを感じた瞬間でした。

今回の震災は、「大きな津波に見舞われるなど想定外だった」と現地のスタッ
フは話していました。しかし、私たちはいかなる震災においても、想定内に動
けるよう日々訓練が必要です。女川町での支援は心身共に大変でしたが、私
たち看護師は、患者さんの安心を一番に考え、行動しなければならないとい
うことをあらためて学びました。今後の看護に生かしていきたいと思います。

海岸側の高台にある、
女川町立病院

病院から見た外の様子。
今も工事が進められている

町は復旧しつつある中、
まだ撤去できていない車

女川町立病院へ看護支援に行って
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「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
」は
、「
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
体
操
」

「
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
い
っ
ぱ
つ
体
操
」等
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

関
節
の
運
動
範
囲
を
維
持
し
、
拡
大
す
る
と
と
も
に
筋
肉

を
伸
ば
し
た
り
鍛
え
た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
体
操
で

す
。
運
動
は
、「
い
す
で
の
体
操
」「
床
で
の
体
操
」「
寝
て
す
る

体
操
」「
起
立
で
の
体
操
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
腰
痛

･

ひ
ざ
痛･

転
倒
予
防
等
を
目
的
に
し
た
体
操
も
組
み
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
誤ご

え

ん嚥
予
防
の
た
め
の「
嚥え

ん
げ下

体
操
」「
発
声

体
操
」「
顔
面
体
操
」「
失
禁
予
防
体
操
」等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●「
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
体
操
」「
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
い
っ

ぱ
つ
体
操
」と
は

「
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
体
操
」は
、
片
ま
ひ
が
あ
る
方
の
た

め
の
体
操
が
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。
関
節
の
拘こ

う
し
ゅ
く縮（

関
節

の
動
き
が
制
限
さ
れ
た
状
態
）予
防
や
、立
っ
た
り
、座
っ

た
り
と
い
っ
た
日
常
生
活
に
必
要
な
動
作
の
訓
練
に
な

る
体
操
で
、
筋
肉
を
伸
ば
す
こ
と
を
主
と
し
て
い
ま
す
。

「
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
い
っ
ぱ
つ
体
操
」は
、
筋
力
を
つ

け
る
体
操
と
柔
軟
性
を
高
め
る
た
め
の
体
操
で
す
。
虚

弱
高
齢
者
や
肩
や
ひ
ざ
な
ど
の
運
動
器
官
に
慢
性
の
痛

み
が
あ
る
人
な
ど
が
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
筋
力
の
強
化･

維
持
を
図
れ
る
体
操
で
す
。

東
海
村
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
会
で
は
、

こ
れ
ら
の
体
操
の
要
請
が
あ
れ
ば
、「
出
前
講
座
」も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

介
護
福
祉
課
高
齢
支
援
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内

線
１
１
６
４
）　

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287

局
２に

こ

に

こ

５
２
５
）

野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
外
敵
が
現
れ
ま
す
。
大
事
な
芽

や
若
葉
を
む
し
ゃ
む
し
ゃ
と
食
べ
て
し

ま
う
ア
オ
ム
シ
や
実
を
か
じ
っ
て
し
ま

う
カ
メ
ム
シ
な
ど
の
害
虫
が
来
た
り
、

作
物
を
覆
う
よ
う
に
繁
茂
す
る
雑
草
、

さ
ら
に
は
病
気
を
も
た
ら
す
細
菌
類

等
が
、
次
か
ら
次
へ
と
襲
っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
目
に
は
見
え
な
い
た
め
、

気
付
き
に
く
い
の
が
、
土
壌
中
に
住

む
セ
ン
チ
ュ
ウ（
線
虫
）と
呼
ば
れ
る
小

さ
く
て
細
長
い
虫
で
す
。
植
物
に
良

い
作
用
を
す
る
虫
も
い
ま
す
が
、
ネ
コ

ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ
ュ

ウ
は
植
物
に
致
命
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る

た
め
、
農
家
に
と
っ
て
は
特
に
厄
介
な
害
虫
で
す
。
ネ
コ
ブ
セ

ン
チ
ュ
ウ
は
、
根
に
寄
生
し
コ
ブ
状
に
し
て
栄
養
を
吸
収
し
て

し
ま
い
、
ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ
ュ
ウ
は
、
根
を
腐
ら
せ
作
物
を
枯

ら
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
栽
培
中
に
被
害
が
発
生
し

て
も
、
地
中
で
あ
る
た
め
農
薬
等
で
の
駆
除
が
で
き
な
い
の
で
、

多
く
の
栽
培
農
家
は
、
作
付
け
前
の
土
壌
を
あ
ら
か
じ
め
農
薬

で
消
毒
し
て
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
減
ら
す
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

家
庭
菜
園
で
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
対
抗

植
物
と
呼
ば
れ
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
落
花
生
、花
の
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
な
ど
が
有
効
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
対
抗
植
物
等
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
増
殖
し
に
く
い
環
境

を
つ
く
る
た
め
、
毎
年
異
な
る
作
物
を
植
え
た
り
、
た
く
さ

ん
の
野
菜
を
少
し
ず
つ
植
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

▼
問
い
合
わ
せ	

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287
局
７
８
６
７
）

セ ン チ ュ ウ に は 対 抗 植 物

vol.24

菜 園 ナ ビ

チ
ャ
ン
ネ
ル

37

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
す
る

「
な
ご
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」。
今
回
は
、
高
齢
者
の
介
護
予

防
と
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
の「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
」

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

●「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
」と
は

人
は
誰
で
も
、
加
齢
に
伴
い
筋
肉
組
織
が
委
縮
し
て

筋
肉
が
細
く
な
っ
た
り
、骨
が
も
ろ
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
運
動
不
足
に
よ
っ
て
運
動
能
力
も
低
下
し
ま
す
。

た
と
え
健
康
な
人
で
あ
っ
て
も
、
日
ご
ろ
の
運
動
不
足

等
か
ら
肩
痛･

腰
痛
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
」は
、
現
茨
城
県
立
健
康

プ
ラ
ザ
の
大
田
仁
史
さ
ん
が
考
案
し
た
も
の
で
、「
高

齢
者
が
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い･

さ
せ
な
い
体
操
」と
し

て
全
国
に
も
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

村
で
は
、
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る

東
海
村
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
会
の
指
導
の

下
、「
い
つ
で
も･
ど
こ
で
も･

ひ
と
り
で
も
で
き
る
体

操
」と
し
て
村
内
各
地
の
コ
ミ
セ
ン･

集
会
所
で
開
か
れ

る「
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス･

楽ら
く
ら
く
ち
ゃ

楽
茶
の
間ま

」や
、
各

地
区
の
行
事
等
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

「シルバーリハビリ
体操」の中の「いすで
の体操」時の様子
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【
俳　

句
】

花
影
の
く
ち
な
し
匂
う
夜
の
雨

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

顔
伏
せ
て
夫め

お
と婦
の
案か

か

し

山
子
歩
み
寄
る

村　

松　

松
本　

正
勝

ア
ネ
モ
ネ
に
蝶
の
舞
い
来
る
あ
あ
わ
が
家

東　

海　

佐
藤　

と
よ

新
緑
の
森
に
響
く
や
鳥
の
声

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

み
は
る
か
す
東
西
南
北
青
田
道

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
に
癒
さ
れ
元
気
那
須
登
山

外　

宿　

西
山　

純
一

ま
さ
に
梅
雨
今
に
も
ほ
ろ
り
落
ち
そ
う
な

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

度
忘
れ
の
文
字
ほ
じ
く
っ
て
水
見
舞
い

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

鬼
瓦
瓦が

れ
き礫
と
な
り
て
梅
雨
に
入
る

緑
ヶ
丘　

田
中
ミ
ヤ
子

幾
千
の
名
も
な
き
墓
標
草
蛍

豊　

白　

小
林　

久
男

【
短　

歌
】

政
治
家
が
何
か
ご
た
ご
た
や
っ
て
い
る
国

民
ま
た
も
後
回
し
し
て

須
和
間　

柴
山　

靖
子

三
人
や
五
人
家
族
を
思
わ
せ
る
グ
リ
ー
ン

ピ
ー
ス
の
莢さ

や

の
中
な
る

外　

宿　

小
林
美
代
子

震
災
に
休
耕
な
り
し
田
か
え
る
消
え
静
か

に
更
け
る
水
無
月
の
夜

外　

宿　

高
槌　

す
み

桐
の
木
の
ひ
こ
ば
え
薄
く
紫
の
う
ぶ
毛
が

わ
ず
か
輝
き
て
見
ゆ白

方
中
央　

根
本　

怜
子

転
校
の
友
を
送
り
つ
川
べ
り
の
芹せ

り

を
帽
子

に
帰
り
き
あ
の
日

内　

宿　

村
上　

文
江

原
発
の
先
行
き
不
透
明
嘆
く
祖
母
孫
の
未

来
を
危
惧
す
る
あ
ま
り

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

葉
の
陰
に
ち
ょ
っ
と
顔
だ
す
蕗ふ

き

の
薹と

う

初
春

の
風
を
喜
ぶ
ご
と
く村　

松　

高
橋　

正
弘

し
ろ
い
ろ
の
額が

く
あ
じ
さ
い

紫
陽
花
を
馬
頭
に
て
求
め

十
年
今
年
も
咲
け
り舟石

川
駅
東　

工
藤　

和
一

水
彩
画
に
描
か
れ
し
水
田
ど
こ
ま
で
も
続

き
て
初
夏
は
や
す
ら
ぎ
を
よ
ぶ

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

引
き
揚
げ
て
焦
土
で
聞
き
し
テ
ネ
シ
ー
ワ

ル
ツ
憧
れ
し
国
遠
き
若
き
日

南　

台　

根
本
内
俊
男

庭
の
木
々
緑
濃
く
し
て
風
に
の
る
老ろ

う
お
う鶯
の

声
に
心
和
め
る

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

予
期
も
せ
ぬ
地
震
の
揺
れ
に
耐
へ
て
を
り

骸
と
な
り
し
夫
の
横
に

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

朝
日
差
し
余
震
が
続
く
わ
が
庭
に
芽
ぶ
き

あ
か
る
く
二
輪
草
咲
く

村　

松　

桜
井　

秀
子

梅
雨
晴
に
青
田
の
上
に
つ
ば
め
来
て
虫
を

さ
が
す
か
低
く
飛
び
い
る

船　

場　

舛
井
庫
之
助

小学生が１学期の図工の時
間に製作した作品約2,500点を
学年別に展示します。学年に
応じてさまざまなテーマや画材
で作られた作品の展示を通し
て、現在の図工教育を紹介する、
村立小学校６校の合同展です。

写真家集団「写遊東海」は、
プロカメラマン大貫亘氏の教
えを礎として、四季折々の風
景、祭り、造形美等に目を向
けながら創作活動を行ってい
ます。今回は、約30人のメ
ンバーが、「課題（水のある風
景）作品」「自由作品」の２点を
出品します。

第７回写遊東海展
※最終日は午後３時閉館

ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ
■開館時間	 午前10時～午後７時
■場　　所	 ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
■問い合わせ	東海駅コミュニティ施設管理室（☎287-3680）

▼ギャラリーA（２階） ▼ギャラリーＡ･Ｂ（１･２階）
７月24日（日）～30日（土）

期間 ギャラリーＡ
（２階）

ギャラリーＢ
（１階）

７月31日（日）
～８月６日（土）

小　学
１年生

小　学
２年生

８月７日（日）
～13日（土）

小　校
３年生

小　校
４年生

８月14日（日）
～ 20日（土）

小　学
５年生

小　学
６年生

学年別会期

〈企画展〉とうかいきっずミュージアム2011
～のぞいてみよう！図工の時間～

７月31日（日）～８月20日（土）

※８月６日（土）･13日（土）は午後５時閉館、最終日は午後３時閉館

〈受け付け等のボランティアを募集します！〉

会期中、来場者の応対や作品の管理をするボランティアを募集します。
●勤務時間	 午前10時～午後２時30分、または午後２時30分～７時
●対　　象	 高校生以上の方
●そ の 他	 ①１回につき、2,000円をお支払いします。②受け付け

は、原則として１人体制となります。③事前に業務内容等について
打ち合わせを行います。
●申し込み・問い合わせ　東海村文化･スポーツ振興財団（☎282-8511）
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お知らせ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

平成 23 年６月１日現在（前月比）
世帯数 14,318 世帯 （＋ 73）
総人口 37,658 人　 （＋ 76）

実施日時 第１・３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※
【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等
【保健年金課】保険や年金に関する各種
手続き、母子健康手帳の交付等
【社会福祉課】保育所の手続き、子ども
手当･児童扶養手当の申請等
【会計課】国税と県税を除く各種税金･使
用料等の支払い
【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）
【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●人口と世帯数●

●７月の休日診療●

●窓口業務時間延長●

●７月の納付●

納期限 ８月１日（月）

納付
種別

固定資産税（第２期分）
国民健康保険税（第１期分）
後期高齢者医療保険料（第１期分）
農業共済掛金

診療時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

10日（日）村立東海病院 282-2188
17日（日）東海クリニック 283-1711
18日（月）村立東海病院 282-2188
24日（日）茨城東病院 282-1151
31日（日）東原クリニック 283-2301
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
すべての電話から（☎ 254-9900）

暮
ら
し

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

すべての電話から（☎ 0120-42-4848）

　

ひ
た
ち
な
か
西
地
区
交
通
安
全
協
会
で

は
、
永
年
無
事
故
で
安
全
運
転
に
努
め
た

募 集

優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰
の

対
象
者
を
募
集
し
ま
す

　

村
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信

機
を
、
村
内
在
住
の
方
な
ど
で
希
望
す
る

方
に
無
償
で
貸
与
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

当
初
に
発
注
し
た
戸
別
受
信
機
は
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
納
入
が
遅
れ
て

い
ま
し
た
が
、
納
入
日
が
確
定
し
ま
し
た

の
で
、
借
り
受
け
を
希
望
す
る
方
に
貸
し

出
し
を
始
め
ま
す
。

期
日
▼
７
月
15
日（
金
）か
ら（
土･

日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）※
戸
別
受
信
機
が

無
く
な
り
次
第
、
予
約
を
受
け
付
け
、

次
回
の
納
入
後
に
貸
し
出
し
ま
す
。

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
４
時

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の

借
り
受
け
を
希
望
す
る
方
へ

場
所
▼
原
子
力
視
察
研
修
室（
役
場
行
政

棟
５
階
）

そ
の
他
▼
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内

容
は
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎

０
１
２
０
‐
４
２
‐
４
８
４
８
）で
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

原
子
力
対
策
課
原
子
力･
防
災
担
当（
内

線
１
５
１
８
）

「
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
講
座
」

を
開
催

　

東
海
村
観
光
協
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー「
え
が
お
」の
共
催
で
、

「
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
講
座
」を
開

催
し
ま
す
。
村
の
観
光
資
源
や
歴
史･

文

化
等
の
知
識
を
得
て
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

期
間
▼
７
月
30
日（
土
）
～
平
成
24
年
３

月（
全
11
回
）※
７
月
26
日（
火
）の
午
後

６
時
30
分
か
ら
開
講
式
を
行
い
ま
す
。

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

絆
」

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
の
方

定
員
▼
30
人
程
度 

※
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

内
容
▼
▽
村
松
海
岸
の
植
生
を
観
察
▽
古

文
書
を
読
む
▽
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
実
習
▽
観
光
マ
ッ
プ
作
成
等

受
講
料
▼
無
料

・

７
月
20
日（
水
）ま
で
に
、
東
海
村

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」（
☎
283
局
４
５
３
８
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

優
良
運
転
者
の
功
績
を
た
た
え
、
12
月
１

日（
木
）（
予
定
）に
表
彰
を
行
い
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
▼
①
村
内
在
住
の
交
通
安
全
協
会
会

員
②
日
常
生
活
や
通
勤
、
業
務
等
で
車

の
運
転
に
携
わ
っ
て
い
る
③
平
成
23
年

10
月
１
日
現
在
で
運
転
経
験（
免
許
取

得
後
）が
10
年
以
上
あ
り
、
５
年
以
上

無
事
故･

無
違
反
④
今
ま
で
に
交
通
安

全
協
会
関
係
の
表
彰
を
受
け
て
い
な
い

―
―
を
満
た
す
方

・

８
月
31
日（
水
）ま
で
に
、
運
転
免

許
証
の
写
し（
余
白
に
職
業･

勤
務
先･

電
話
番
号
を
記
入
）と
自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
発
行
の
無
事
故･

無
違
反

証
明
書（
７
月
１
日
以
降
発
行
の
も
の
）

を
持
参
の
上
、
ひ
た
ち
な
か
西
地
区
交

通
安
全
協
会
事
務
局（
ひ
た
ち
な
か
西

警
察
署
内 

☎
272
局
７
５
２
６
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
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福
祉

「
家
族
交
流
会
」を
開
催

　

家
族
に
心
の
病
気
を
持
つ
方
が
い
る
村

内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
日
ご
ろ
抱
え
て

い
る
不
安
や
悩
み
の
相
談
や
意
見
交
換
を

行
う「
家
族
交
流
会
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
７
月
15
日（
金
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
無
料

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
２
５
）

「
心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
～
地

域
啓
発
推
進
事
業
～
」を
開
催

期
日
▼
７
月
25
日（
月
）

時
間
▼
午
後
６
時
～
７
時
30
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

定
員
▼
30
人

内
容
▼
演
題
…｢

東
日
本
大
震
災
に
伴
う

災
害
時
後
の
心
の
ケ
ア
～
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の

理
解
と
そ
の
予
防
～
」 

講
師
…
前ま

え

こ

や

小
屋

千
絵
さ
ん（
常
磐
大
学
国
際
被
害
者
学

研
究
所
専
任
研
究
員
）

入
場
料
▼
無
料

・

７
月
21
日（
木
）ま
で
に
、
東
海
村

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
282
局
２
８
０
４
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

健
康･

医
療

腹
部
超
音
波
検
診
を
実
施
し
ま
す

　

村
で
は
、
肝
臓
や
腎
臓
な
ど
、
腹
部
臓

器
の
が
ん
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に
、
腹

部
超
音
波
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

期
日
▼
９
月
８
日（
木
）･

９
日（
金
）･

10
日

（
土
）･

12
日（
月
）･

13
日（
火
）･

14
日（
水
）

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

使
用
済
み
農
ビ･

農
ポ
リ
を
回
収

し
ま
す

　

村
で
は
、
産
業
廃
棄
物
と
な
る
使
用
済

み
の
農
ビ（
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
）と
農
ポ
リ

（
農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
）の
適
正
処
理
を

図
る
た
め
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

期
日
▼
８
月
３
日（
水
）

時
間
▼
午
前
９
時
～
正
午

場
所
▼
Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
な
か
東
海
支
店

費
用
▼
登
録
料（
１
０
０
０
円
／
年
）、
処

理
費（
農
ビ
…
５
円
／
㎏
、
農
ポ
リ
…

13･

１
円
／
㎏
）、事
務
手
数
料（
１
０
３

円
／
回
）

そ
の
他
▼
次
回
の
回
収
は
、
11
月
に
予
定

し
て
い
ま
す
。

・

７
月
22
日（
金
）ま
で
に
、
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287

局
７
８
６
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
開
始
時
間
▼
午
前
６
時
30
分
か
ら
午

前
９
時
30
分
ま
で
の
村
が
指
定
す
る
時
間

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
方

費
用
▼
１
０
０
０
円
／
人（
当
日
徴
収
）

・

７
月
25
日（
月
）（
消
印
有
効
）ま
で

に
、
は
が
き
に
①
住
所
②
氏
名
③
生
年

月
日
④
電
話
番
号
⑤
受
診
希
望
日（
第

２
希
望
ま
で
）―
―
を
記
入
の
上
、
保
健

セ
ン
タ
ー（
〒
３
１
９
‐
１
１
１
２ 

村
松

２
０
０
５ 

☎
282
局
２
７
９
７
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
※
保
健
セ
ン
タ
ー
備
え

付
け
の
申
込
書
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

平
成
24
年
１
月
７
日（
土
）に
開
催
す
る

「
２
０
１
２
成
人
の
集
い
」の
企
画･

運
営

を
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
思
い

出
に
残
る
成
人
の
集
い
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
▼
村
内
在
住
で
平
成
３
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
実
行
委
員
会（
８
月
～
12
月
に
10

回
程
度
開
催
）に
出
席
で
き
る
方

定
員
▼
10
人
程
度

・

８
月
12
日（
金
）ま
で
に
、
社
会
教

育
課
生
涯
学
習
担
当（
内
線
１
４
２
５
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募 集

「
２
０
１
２
成
人
の
集
い
」

実
行
委
員
募
集

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
に
よ
る
お
は
な
し

会
in
絆
」を
開
催

　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア｢

た
ん
ぽ

ぽ
の
会
」に
よ
る
お
話
し
会
を
開
催
し
ま

す
。
ご
家
族
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
７
月
16
日（
土
）、８
月
20
日（
土
）、

９
月
10
日（
土
）

時
間
▼
午
後
２
時
～
３
時

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

絆
」

対
象
▼
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

内
容
▼
絵
本
、
紙
芝
居
な
ど

参
加
費
▼
無
料

村
立
図
書
館（
☎
282
局
３
４
３
５
）　

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

そ
の
他

業
務
内
容
等
▼
一
般
事
務
、
福
祉
に
関
す

る
業
務
等（
１
人
）

雇
用
要
件
▼
①
昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
②
東
海
村
ま
た
は
近
隣
市

町
村
に
居
住
で
き
、
通
勤
可
能
③
欠

格
事
項
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

④
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る

―
―
を
満
た
す
方

試
験
日
程
等
▼
第
１
次
試
験
…
８
月
７
日

（
日
）に
、
教
養
試
験
、
職
場
適
応
性

検
査
を
行
い
ま
す
。　

第
２
次
試
験

募 集

10
月
１
日
付
け
採
用
の
東
海
村

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集

14 ●
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（
第
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）…
８
月

23
日（
火
）に
面
接
試
験
、
作
文
試
験

を
行
い
ま
す
。

申
込
書
の
請
求
▼
申
込
書（
願
書･

履
歴

書
）は
、
東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会
ま

で
直
接
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

・

７
月
22
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
に
①
願
書
②
履
歴
書

（
顔
写
真
貼
付
）③
雇
用
要
件
が
証
明
で

き
る
も
の
の
写
し
―
―
を
持
参
の
上
、

東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会（
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー「
絆
」内 

☎
282
局
２
８
０
４
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
試
験
の
詳

細
は
、
東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.t-shakyo.
or.jp/

）で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
航
空
学
生（
海･

空
）】

対
象
▼
高
等
学
校
を
卒
業（
見
込
み
を
含

む
）し
た
21
歳
未
満（
平
成
24
年
４
月
１

日
現
在
）の
方

試
験
日
程
▼
第
１
次
試
験
…
９
月
23
日

（
金･

祝
）　

第
２
次
試
験
…
10
月
15
日

（
土
）か
ら
20
日（
木
）ま
で
の
指
定
す
る

１
日 

※
第
２
次
試
験
合
格
者
の
み
第

３
次
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

合
格
発
表
▼
平
成
24
年
１
月
20
日（
金
）

【
一
般
曹
候
補
生（
陸･

海･

空
）】

対
象
▼
18
歳
以
上
27
歳
未
満（
平
成
24
年

４
月
１
日
現
在
）の
方

募 集

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

試
験
日
程
▼
第
１
次
試
験
…
９
月
17
日

（
土
）　

第
２
次
試
験
…
10
月
６
日（
木
）

か
ら
13
日（
木
）ま
で
の
指
定
す
る
１
日

合
格
発
表
▼
11
月
10
日（
木
）

【
自
衛
官
候
補
生（
陸･

海･

空
）】

対
象
▼
18
歳
以
上
27
歳
未
満（
採
用
予
定

月
の
１
日
現
在
）の
方

試
験
日
程
▼
男
子
…
９
月
中
旬 

女
子
…

９
月
25
日（
日
）

合
格
発
表
▼
男
子
…
11
月
上
旬（
予
定
） 

女
子
…
11
月
10
日（
木
）

【
受
付
期
間
】

　

８
月
１
日（
月
）
～
９
月
９
日（
金
）　 

※
自
衛
官
候
補
生（
陸･

海･

空
）は
、
男
子

の
み
年
間
を
通
し
て
受
け
付
け
ま
す
。

【

・

】

　

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
水
戸
募

集
案
内
所（
☎
226
局
９
２
９
４ 

hq1-
ibaraki@

pco.m
od.go.jp 

http://w
w

w
.

m
od.go.jp/pco/ibaraki/

）ま
た
は
東
海
村

総
務
課（
内
線
１
３
１
３
）

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

大
洗
町
●
夏
の
イ
ベ
ン
ト

【
海
水
浴
場
海
開
き
】

期
間
▼
７
月
16
日（
土
）～
８
月
21
日（
日
）

場
所
▼
大
洗
海
岸
、
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

【
’11
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
in
大
洗
】

期
日
▼
７
月
30
日（
土
）･

31
日（
日
）

場
所
▼
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
コ
ー
ト

【
大
洗
海
上
花
火
大
会
】

期
日
▼
７
月
30
日（
土
）※
荒
天
時
は
７
月

31
日（
日
）に
延
期
と
な
り
ま
す
。

場
所
▼
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

【
盆
踊
り
の
夕
べ
】

期
日
▼
８
月
14
日（
日
）

ひ
た
ち
な
か
市
●
夏
の
イ
ベ
ン
ト

【
海
中
プ
ー
ル
開
設
】

期
間
▼
７
月
16
日（
土
）～
８
月
24
日（
水
）

場
所
▼
姥う

ば

の
懐
マ
リ
ン
プ
ー
ル（
ひ
た
ち

な
か
市
和
田
町
）

【
海
水
浴
場
海
開
き
】

場
所
▼
大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
前
芝
生
広
場

【
大
洗
八
朔
祭
】

期
日
▼
８
月
27
日（
土
）･

28
日（
日
）

場
所
▼
全
町
内

【
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ⅰ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
サ
ー
フ
ィ
ン
＆
ボ

デ
ィ
ボ
ー
ド
】

期
日
▼
９
月
３
日（
土
）･

４
日（
日
）

場
所
▼
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

【
Ⅰ
Ｓ
Ｕ
茨
城
サ
ー
フ
ィ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
】

期
間
▼
９
月
８
日（
木
）
～
11
日（
日
）

場
所
▼
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
大
洗
下
の
海
岸

【

】

　

大
洗
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
大
洗
町

商
工
観
光
課
内 

☎
267
局
５
１
１
１
）

期
間
▼
７
月
22
日（
金
）～
８
月
21
日（
日
）

場
所
▼
阿
字
ヶ
浦･

平
磯
海
岸

【
テ
ィ
ー
ン
ズ
ロ
ッ
ク
イ
ン
ひ
た
ち
な
か

２
０
１
１
】

期
日
▼
７
月
23
日（
土
）

場
所
▼
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園

【
ロ
ッ
ク･

イ
ン･

ジ
ャ
パ
ン･

フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
１
】

期
間
▼
８
月
５
日（
金
）
～
７
日（
日
）

場
所
▼
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園

【
第
17
回
ひ
た
ち
な
か
祭
り･

花
火
大
会
】

期
日
▼
８
月
20
日（
土
）･

21
日（
日
）※
20

日
に
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

場
所
▼
本
祭
り
…
昭
和
通
り
な
ど　

花
火

大
会
…
陸
上
自
衛
隊
勝
田
駐
屯
地（
予
定
）

【

】

　

ひ
た
ち
な
か
市
観
光
振
興
課（
☎
273
局

０
１
１
１
）
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夢は…。“たくさん！！”
白方小学校５年●池

い け だ

田優
ゆ う き

季
　僕の夢はたくさんある。
　サッカー選手、王様――いろいろだ。サッカー選手
になったら、日本代表選手になりたい。王様になったら、
日本中の誰もが知っている有名人になって、大金持ち
になりたい。だけど、１番の夢はまだ決まっていない。
　でも、２番目の夢はもう決まっている。それは“夢
を作る”ということだ。決まっていない夢を作ること、
それが僕の夢だ。そのため、僕は日々努力するのだ。
　それから、もう一つ決まっている夢がある。人の心
を打つような詩を書くということだ。それは、４年生
のころ、宮沢賢治さんの「雨二モ負ケズ」の詩にあこが
れたからだ。強い気持ちが現れているかっこいい詩を
読んで、僕も詩を書きたいと思った。
　決まっていない夢を作る、そして人の心を打つよう
な詩を書く、これが僕の今の最大の夢だ。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-124

ちびっこ
美術館

ぶらんこ
遠足で笠松運動公園に行った時の

絵を描いてくれた怜音ちゃん（５歳）。
一番楽しかったというぶらんこで遊ん
でいるところです。そんな怜音ちゃん
はお化け好き――「パパが好きだから
好きになったの」と教えてくれました。

発
行　

東
海
村　
　

編
集　

総
務
部
総
務
課　

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷　

大
富
印
刷（
株
）

広
報 

と
う
か
い　
７
月
10
日
号

妊
娠
が
分
か
っ
て
間
も
な
く
、
水
も

飲
め
な
い
ほ
ど
の
ひ
ど
い
つ
わ
り
に
な

り
、
３
週
間
ほ
ど
入
院
し
ま
し
た
。
退

院
後
も
、
味
覚
が
変
化
し
て
し
ま
い
食

生
活
は
散
々
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
食

生
活
を
続
け
て
い
て
、
お
な
か
の
赤

ち
ゃ
ん
は
順
調
に
育
つ
の
だ
ろ
う
か
と

心
配
し
て
い
た
の
で
す
が
、
予
定
日
よ

り
２
週
間
早
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
３
４
６
６
グ
ラ
ム
の
男
の
子
が
生

ま
れ
、
私
た
ち
家
族
に
仲
間
入
り
し
ま

し
た
。
名
前
を
決
め
る
に
当
た
っ
て

は
、
字
画
を
気
に
す
る
主
人
と
、
字
画

を
ま
っ
た
く
気
に
し
な
い
私
と
で
、
な

か
な
か
話
が
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
お
互
い
譲
れ
る
と
こ
ろ
は
譲
り
な

が
ら
、
人
の
痛
み
が
分
か
る
優
し
さ
を

持
ち
、
ま
た
強
く
て
タ
フ
な
子
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、

「
優ゆ

う

た太
」と
名
付
け
ま
し
た
。

優
太（
１
歳
）が
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
、

実
母
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
に

も
突
然
の
出
来
事
で
、
家
族
は
言
葉
に

言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
の
深
い
悲
し
み
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
た
ち
に
笑

顔
と
光
を
く
れ
た
の
が
優
太
で
し
た
。

あ
の
時
は
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
赤

ち
ゃ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
パ
ワ
ー
に
は

本
当
に
驚
か
さ
れ
、
優
太
の
存
在
は
と

て
も
大
き
く
感
じ
ま
し
た
。

子
育
て
は
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
で
手
探
り
状
態
で
す
。
し
か
し
、
私

の
一
番
の
理
解
者
で
あ
り
、
家
事
や
育

児
に
積
極
的
に
協
力
し
て
く
れ
る
主
人

や
、周
り
の
人
た
ち
の
助
け
を
借
り
て
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
毎
日
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

優
太
が
い
た
ず
ら
を
始
め
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
ろ
は
、「
こ
ん
な
事
も
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
！
」と
喜
ん
だ

の
で
す
が
、
最
近
は
自
我
も
芽
生
え
て

き
て
危
な
い
事
を
し
よ
う
と
し
ま
す
。

そ
ん
な
優
太
に「
危
な
い
か
ら
駄
目
だ

よ
」と
言
う
と
、
そ
れ
が
本
人
に
と
っ

て
は
面
白
く
な
い
よ
う
で
、
大
き
な
声

を
出
し
て
、
ま
る
で
私
た
ち
に
文
句
を

言
っ
て
い
る
よ
う
な
行
動
を
す
る
時
が

あ
り
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
子
ど
も
の
成
長
と
と

も
に
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
悩
ん
だ

り
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
ん
な
時
は
、
優
太
に
初
め
て
会
っ
た

時
の
気
持
ち
を
思
い
出
し
、
家
族
で
、

共
に
成
長
し
て
い
け
た
ら
良
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記
●
表
紙
の[

ひ
と]

佐さ

え

き伯 

か
お
り
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